
(8)平成22年 11月 30日 茨城の土地改良 (第345号 )

なお、この事業の三階建てといわれる「環境保全

エコ栽培」の導入を試み、そこから生産される「特

◇釈水土地改良区

土地改良区概要

釈水土地改良区は茨城県古河市南部、猿島郡境

町西部に位置し、東は新 4号国道、西は一級河川

女沼川、北は県道つくば古河線、南側地区下流は

一級河川利根川に囲まれた水田と畑とが混在した

地域である。

利根川沿いのこの地域は、大正 11年から昭和
13年にかけて耕地整理事業により農地が開拓さ
れたものである。その後、昭和 38年から昭和
41年にかけて県営湛水防除事業により排水改良
が実施されたが、昭和 40年代になると本地域周
辺の開発により、流域からの排水量が短時間で増

加し、また用水路への汚濁水が流入するなどによ

り、農業環境が著しく劣悪になってきた。このため、

昭和 49年から排水対策としては県営かんがい排
水事業により、排水機場、幹線排水路の整備をし、

用水対策としては県営水質障害対策事業により用

水源の転換による水質障害防止、幹線用水路の整

別栽培米」は「清明川米」ヨシヒカリとして販売

の拡大に努力しているところです。

土地改良区事務所

備が行われたところである。

しかし、近年になり多大なる諸問題を解決する

ため、本地域の営農体系に適した基盤整備を平成

3年度から11年の歳月をかけて、県営ほ場整備
事業釈水地区として、大区画ほ場整備は完成し、

農業経営の基盤が確立されたのである。

土地改良区の課題

当改良区は、これまでに実施した各種の土地改良

事業により大区画ほ場整備は完成し、用排水施設も

完備されましたが、これからの課題のひとつは、土

地改良施設の維持管理である。何れの施設について

も築造後、16年が経過しており、維持管理に鋭意

努力してきたところではあるが、応急的な補修であ

り問題解決には至っていないため、早急に整備し信

頼性の向上、維持管理費の節減に取組むべき準備中

である。もうひとつは、通常時においても常時ポン

プによる強制排水が余儀なくされ、一日たりとも休

む事が出来ない地区の現状であることに、更なる維

持管理節減対策の検討が重要課題である。

土地改良区事務所 島 津 機 場

在
獅
益
領

所

受

受

組

理

監

総

地

積

地

数

事

事

代

古河市前林 500番 地
319ha (田 230ha 火田
古河市 猿島郡境町

TEL0280-92-0122
89ha)

理事長 殿塚 芳男

813名
15名
4名
50名 職  員 :4名

幹排機場及び湛水防除排水機場


